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	イブニングセミナー４
	次世代デバイスが拓く美容医療の新たな可能性
	― Fractional IPL & スキャナー付きCO₂ Laserを臨床経験から検証する ―

	11.5
	（木）
	17：00 - 18：00
	第3会場　Ocean 北棟３階
	宮田 成章
	川﨑 加織
	小幡 有史

	イブニングセミナー４

	ES4-1
	次世代フラクショナルIPL「SHINY」によるシミ・美肌治療の検討
	－Cellテクノロジーがもたらす高い治療効果と安全性の両立－


	川﨑 加織
	先生
	美容医療においてIPL治療は光老化改善の主軸であるが、治療効果の追求と熱傷リスクの低減をいかに両立させるかが課題である。本講演では、独自の照射理論により安全性と高い臨床効果を実現した最新フラクショナルIPLシステム「SHINY」の有用性を検討した。
	SHINYは、優れた冷却機構とフラクショナル化により、ダウンタイムを抑えつつ最大限の効果を引き出すことが可能である。本装置は、美容医療において「高い臨床効果」と「偶発症リスクの最小化」を両立する極めて有用な選択肢である。

	ES4-2
	スキャナー付きフラクショナルCO2レーザー「Odyssey」の導入経緯と

	約1年間の使用経験――CO2REの代替機として成立するか

	小幡 有史
	先生
	当院では10年以上にわたり、シネロン・キャンデラ社のスキャナー付きフラクショナルCO2レーザーCO2RE（コア）を日常診療の中核として使用してきた。その有用性は疑いようがなく、もはや「なくてはならない施術ツール」として定着していたが、導入から10年近くが経過した頃から機器の経年劣化が懸念され始め、さらにメーカーからは後継機の発売予定がないとの情報も入るようになった。いわば「出口のない依存」とも言える状況の中、2022年頃より代替機の探索を開始した。
	共催：第49回日本美容外科学会総会・第157回学術集会／TMKメディカル株式会社



